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Abstract
The　Mechanism　of　unconscious　information　need
　　　　　　　　and　its　apPlication　to　library　services
SAITO　Yasunori
　　　The　purpose　of　this　paper　is　to　study　the　mechanism　of　unconscious　need　based　on　the
relationships　between　the　inquiry　and　human　memory，　and　to　categorize　the　library　services
based　on　the　unconsciousness　or　consciousness　of　inf（）rmation　need．
　　　According　to　Plato，　the　inquiry　is　to　reca重l　the　knowledge　that　has　been　already　acquired　as
．memory．　In　this　memory，　books　are　included．　P．　Butler　says　that　books　are　one　social
mechanism　for　prese．rving　the　racial　memory　and　the　llbrary　one　social　apparatus　for
transferring　this　to　the　consciousness　of　llving　individuals．　So　It　is　concluded　that　to　know　what
human　being　doesn’t　know　is　to　recall　not　only　his　own　or　her　own　knowledge，　but　aiso　the
．knowledge　recorded　in　books　as　the　racial　memory．　H．　Bergson　classifies　memory　into　two
kinds　of　memory．　One　is　the　memory　used　fbr　a　current　perception．　The　other　is　the　whole
human　memory．
　　　　Based　on　above　rnentioned　Plato’s　theory　of　inqしliry　and　Bergson’s　theory　of　memory，　it　is
studied　how　unconscious　information　need　depends　on　hしlman　memory　and　what　kinds　of
library　services　satisfy　the　unconscious　or　conscious　information　need．
Key　words：unconscious　inf（）rmation　need　library　services　human　memory；inquiry
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《個人研究第2種》
情報要求における無意識の機制に関する理論と
　　　図書館サービスへの応用に関する研究
齋　藤　泰則
はじめに
　図書館サービスは利用者の情報要求を充足するために提供される。貸出サービスは，特定資料への
要求に対して，その資料を館外利用のために提供し，その充足を図るためのサービスである。個々の
利用者を個別に支援するレファレンスサービス，とりわけその中核となる質問回答サービスは，利用
者が自らの情報要求を質問として提示することによってはじめて提供可能なサービスとなる。
　このように，図書館サービスは基本的に利用者の顕在的な情報要求を対象にしている。しかしなが
ら，情報要求は後述するようにその生成の機制からみて潜在的なものである。ここで潜在的な情報要
求とは利用者自身が気づいていない状態の要求であり，必要な情報について具体的に言語で表現でき
ない状態にあることを意味する。
　この情報要求の潜在性を考察するうえで重要な視点は「記憶」にある。ここでいう記憶には，潜在
的な情報要求をもっているその人間の記憶と同時に，個人の記憶を補完する図書および図書館が有す
る記憶装置が含まれる。いうまでもなく，個人の記憶には限りがあり，個人がそれまで経験し，学習
したすべての事象について記憶していることは不可能である。仮にそれまで経験し，学習したすべて
の事象について記憶している個人がいたと仮定しても，その記憶はその個人が一定の期間に経験し，
学習した事象に限られる。こうした記憶の不完全性が人間に情報要求を生み出すのである。すなわ
ち，新たな状況を前にして，個人として自らが記憶している内容によってはその状況を意味づけでき
ず，理解できないような状態に置かれた人間が，その状況に意味づけするために，情報への要求を意
識化するのである。
　図書館が利用者に提供する図書やその他の資料は，P．バトラー（P．　Butler）が指摘したように．「人
類の記憶装置」として機能する。1）そして，その図書やその他の資料を所蔵する図書館は，人類の記
憶装置としての図書やその他の資料を，生きている個人の意識に還元する社会的装置である。2）こう
して，図書館は人類の記憶装置としての図書やその他の資料を体系的に収集，組織，蓄積し，個人の
190
記憶の不完全性を補完する機能を担うことになる。
　そこで，本稿では人間の無意識の情報要求に関する機制について，この記憶という側面に着目し，
プラトン（Prato）やH．ベルクソン（H，　Bergson）の想起・記憶に関する理論を参照しながら，そ
の特性について明らかにする。そのうえで，潜在している情報要求，すなわち無意識の情報要求と図
書館サービスとの関係性について考察する。
1．無意識の情報要求とプラトンの想起説
　情報要求は，ある人間にとってわからないことがあり，そのわからないことを知りたい，という心
理状態から生じる。わからないことを知りたいという心理状態がその人を「探求」へと誘い，「学び」
へと向かわせることになる。では，この知らないことを探求することとは，どのようなことなのであ
ろうか。探求とは，その人にとってまったく新しいことを学び，獲i得することではなく，すでに獲得
し，記憶していることを「想起」すること，とする理論を提示したのがプラトンの「想起説」である。
プラトンの著書『メノン』に次のような一節がある。
　人間は，自分が知っているものも知らないものも，これを探求することはできない。という
のは，まず，知っているものを探求するということはありえないだろう。なぜなら，知ってい
るのだし，ひいてはその人には探求の必要がまったくないわけだから。また，知らないものを
探求するということもありえないだろう。なぜなら，その場合は，何を探求すべきかというこ
とを知らないはずだから。3）
　知らないものは探求できない，というこの一節はきわめて示唆的である。ある対象について知ろう
とするのは，その対象について知らないからであるに違いない。その知ろうとする対象について知ら
ないのであるから，その対象自体もじつは明確に設定することはできず，知ろうとする対象が明確に
設定できない以上具体的にその対象について何を知りたいのか，そもそも明らかにできるはずもな
い，ということになる。情報要求が原理的に潜在化し，無意識の状態になる理由はまさにこの点にあ
る。つまり，知ろうとする対象について明確にできないという心理状態が．その対象理解に必要な具
体的な情報への要求を潜在化させてしまうのである。
　しかしながら，プラトンは，こうしたこの探求の不可能性に対して，探求は人間が知ろうとする対
象について知らないところに生じるのではなく，既に獲得し知っていながら潜在している知識を想起
することであるとし，その不可能性を否定している。有名なプラトンの想起説といわれる一節とは以
下の部分である。
　人間の魂は不死なるものであって，ときには生涯を終えたり一これが普通「死」と呼ばれて
いる一ときにはふたたび生まれてきたりするけども，しかし滅びてしまうことはけっしてない。
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（中略）
　魂は不死なるものであるから，そして，この世のものたるとハデスの国のものたるとを問わ
ず，いっさいのありとあらゆるものを見てきているのであるから，魂がすでに学んでしまってい
ないようなものは，何ひとつとしてないのである。（中略）魂はあらゆるものをすでに学んでし
まっているのだから，もし人が勇気をもち．探求に倦むことがなければある一つのことを想い
起こした一このことを人間たちは「学ぶ」と呼んでいるわけだが一その想起がきっかけとなっ
て，おのずから他のすべてのものを発見するということも，充分にありうるのだ。それはつまり，
探求するとか学ぶとかいうことは，じつは全体として，想起することにほかならないからだ。4）
プラトンは，『パイドン』のなかでもTこの想起説について，次のように端的に述べている。
　あなた［ソクラテス］がよく話しておられるあの理論一それは，われわれの学習は想起にほ
かならないというあの理論ですが一それにしたがってもまた，もしそれが真実であればわれ
われはなにか以前の時に，現在想起していることを学んでしまっている，ということにならざ
るを得ません。5）（［］内は引用者）
　Mポランニー（M．Polanyi）は，このプラトンの想起説に着目し，“すべての発見は過去の経験の
想起である”6）として，暗黙知の議論を展開している。すべての発見が過去の経験の想起であるとす
るならば，人類にとって，“知はすべて，問題に関する知”7）ということになる。探求とは問題の設定，
発見にほかならないことを示唆したこのポランニーの指摘はきわめて重要である。なぜなら，問題を
設定し，構築することを通して，すでに人類が獲得している知識を想起し，発見する機会が得られる
からである。換言すれば，どのような問題を設定するかにより，既に人類が獲得している知識のなか
でどのような知識が想起されるかが決まる，ということである。“知はすべて，問題に関する知”．と
いうときのポランニーのいう知とは，想起される知識を第一の知識とするならば，その知識を引き出
す，あるいは導き出すための索引ともいうべき第二の知識といえるものである。第一の知識へのアク
セスの成否は，第二の知識がいかに的確に構成されるかにかかっている。その意味では，想起を促す
適切な「問い」こそが，学習を成立させる最も重要な要件といえる。
　このことは，『メノン』のなかで，ソクラテスがある子どもに対して，決して教えることなく，た
だ一連の質問を繰り返し，それに子どもが答える過程を通して，その子どもが知識を想起し．発見す
る，という場面によって見事に示されている。8）そこでは，ソクラテスは，幾何学の定理を取り上げ，
子どもに何も教えてはおらず，ただ，対象を理解するうえで，重要な側面について質問し，子どもが
それに応答する過程のなかで，子どもが次第に幾何学の定理を理解していく様子が描かれている。こ
のように，質問を含む「対話」によって，既に獲i得されている知識が想起される様子は，学習とは想
起にほかならない，ということを端的に示すものである。
　ところで，問題あるいは質問を立てることによって想起される知識とはどのようなものであろう
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か。すなわち，ある思わくが，思わくにとどまることなく，想起の対象となる知識となるのはどのよ
うな場合なのか。プラトンは，次のように指摘し，原因・根拠を探る思考によって固定された思わく
が知識となるとしている。
　正しい思わくというものも，やはり，われわれの中にとどまっているあいだは価値があり，
あらゆるよいことを成就させてくれる。だがそれは，長い間じっとしていようとはせず，人間
の魂の中から逃げ出してしまうのであるから，それほどたいした価値があるとは言えない一ひ
とがそうした思わくを原因（根拠）の思考によって縛りつけてしまわないうちはね，しかるに，
このことこそ，（中略），想起にほかならないのだ。そして，こうして縛りつけられると，それ
まで思わくだったものは，まず，第一に知識となり，さらには．永続的なものとなる。こうし
た点こそ，知識が正しい思わくよりも高く評価されるゆえんであり，知識は，縛りつけられて
いるという点において，正しい思わくとは異なるわけなのだ。9）
　この「縛りつけられる」とは，ある思わくをその原因（根拠）によって説明可能なものにするとい
うことであると同時に，知識は記録されることにより，固定され，いつでも想起可能な状態となるこ
とをも含意するものといえよう。知識を縛り付け，固定する装置として人類が案出したものが「図書」
に他ならない。想起は「記憶」という機制と密接に関連する。想起するには．想起の対象となる知識
が予め蓄積され，保存されている必要がある。人間の記憶はまさに知識を蓄積し，保存する機能をも
つが，一個人の記憶には限界があるゆえ，それを補完する役割を担う人類の記憶装置としての「図書」
の存在はきわめて重要である。［°）その図書を収集，組織蓄積し，保存することにより，これまで
の人類が獲得した膨大な記憶を蓄積・保存する社会的装置として，今生きている人間の意識に還元
し，その人間の記憶を補完する機能をもつ機関こそが，「図書館」にほかならない。11）ポランニーは，
暗黙知と図書（書物）との関係について次のように指摘している。
　人類は，暗黙知の能力に言語と書物の文イヒ機構を装備させて，理解＝包括の範囲を桁外れに
拡げてきた。こうした文化的環境に浸りながら，いま私たちは，その範囲が著しく拡張した「潜
在的思考」に反応しているのだ。12）
　このポランニーの「書物の文化機構」という考え方は，人間の想起，理解における図書および図書
館の役割を端的に示したものでおり，バトラーの「図書＝人類の記憶装置」論と共通の認識を示した
ものである。
　人間の情報要求とは，あることを知ろうとする学習要求に他ならない。プラトンの学習＝想起説に
よれば，学習要求はすでに人類が獲得している知識を想起する要求といえる。このすでに獲得されて
いる知識には，個人がすでに獲得している知識だけでなく，これまでに人類が獲得した知識も含まれ
る。この人類が獲得した知識は，ポランニーのいう「書物の文化機構」によってまさに縛りつけられ
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ることにより，今生きている人間による知識の想起に大きく寄与することになるのである。
　さて，人間の情報要求が無意識のレベルにあるというとき，それは次の二つ側面を考慮する必要が
ある。一つは，ある対象を知ろうとする場合，いかなる知識を想起すればよいかが明確に意識できて
いない状態である。もう一つは，ある対象を知ろうとする動機自体を欠くような状態である。前者の
場合，その対象を知るために関連する質問と応答を展開することにより，次第にその対象を理解する
ために想起すべき知識を同定し，無意識のレベルにあって潜在化していた情報要求を顕在化させ，意
識させることが可能となる。レファレンスサービスにおいて図書館員が利用者に質問を行なうレファ
レンスインタビューは，利用者のなかで潜在化していた情報要求を明確にするための方法といえる。
　一方，後者の，ある対象を知ろうとする動機自体を欠く状態とは，その人間に内在し，潜在してい
る知的関心が抑圧されている状態といえる。抑圧された知的関心が解放され，知りたいという動機を
生み出し，情報要求をもつに至るためには，想起可能な知識の一覧表にあたるものをその人間に提示
することが必要となる。知りたいという動機を刺激するような知識の一覧表である。この点におい
て，想起される知識を含む図書を提示することはt知的関心を開放することに大きく寄与し，その知
的関心を満たす情報要求を顕在化させることにつながる。
2．ベルクソンの記憶理論と情報要求
　ベルクソンは，記憶と現在の知覚との関係について，図1のように表わしている。13）円錐SABは，
その人の記憶のなかに蓄積された想起の全体である。頂点Sは平面Pが表す対象世界におけるその
人の現在の知覚を表わしている。そして，平面Pのなかで，今現在，どのような部分を知覚するか，
すなわち現在の知覚Sは，その人が過去にどのような経験をし，どのような想起を蓄積し，記憶し
ているかに依存することになる。このことをベルグソンは，“第一の記憶は，動く平面のなかに第二
の記憶によって差し込まれた動的先端でしかない”14）と指摘している。ここで第一の記憶とは，そ
の人の記憶全体を表す円錐SABの頂点Sであり，第二の記憶とは，記憶全体を表す円錐SABであ
る。
図1
P
出典：ベルクソン，アンリ．『物質と記憶』合田正人，松本力訳，筑摩書房，2007，p．218．
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　意識された情報要求とは，この頂点Sで表された知覚対象の理解に必要な情報への要求であり，
対象理解に必要な知識獲得のために，円錐SABとして記憶された知識が想起されることになる。な
お，その人の記憶の全体としてのSABは，単にその人が記憶している知識だけでなく，それを補完
する記憶装置としての図書を加えたものを考えることが重要である。つまり，円錐SABには，図書
館によって組織的に蓄積された図書のなかに記憶された知識を含めて考える必要がある。個人の記憶
を補完する記憶装置としての図書の利用にあたっては，情報検索技法の習熟度，図書館によるレファ
レンスサービスを通じた支援の如何が大きく関係することはいうまでもない。
　さて，ある人が現在の知覚対象の理解のために，人類が既に獲得した知識すなわち図書館に蓄積
されている知識を探索する行動は，その対象の理解に必要な知識の欠如から生じるものであり，対象
理解に必要な知識が未だ想起できないことから引き起こされるものである。この点について，ベルク
ソンは次のように指摘している。
　およそ人間の行動の出発点に不満足があり，だからこそまた欠如の感じがあることは争えな
い。ひとはある目標を立てなければ行動しないであろうし，あるものの欠如を感じればこそそ
れを求めもする。そのようなことで，私たちの行動は「無」から「あるもの」へと進むのであり，
「無」のカンヴァスに「あるもの」を刺繍することは実に行動の本質をなしている。もっとも，
いま問題の無とはものの欠在というよりはむしろ有用性の欠在のことである。15）
　ここで，ものの欠在ではなく，有用性の欠在というのは，“なにもないのではなく，そのおりおり
の関心に呼応するものがない”16＞からである。つまり，ある対象を理解するために必要な知識を欠
いている，すなわち，想起すべき知識を求めている状態とは，ベルクソンの指摘にあるとおり，なん
らかの目標があり，その目標を達成するための行動が起こされるような状態である。ただ単に知識を
欠いているのではなく，目標達成に有用な知識を欠いているのである。
　では，無意識の1青報要求とはベルクソンの図式ではどのように説明できるであろうか。この無意識
の1青報要求については先述した通り，2種類の状態を区別することが重要である。一つは，理解すべ
き知覚対象が設定されているなかで，その理解に必要な知識想起すべき知識が明確に意識できない
状態である。もう一つは，より根源的な情報要求ともいうべきものだが，知覚し，理解したいと思う
対象選択に関わるような無意識の情報要求である。すなわち，平面Pのどの地点に円錐SABの頂点
Sを焦点化させるか，ということに関わるような情報要求である。これは，円錐SABのなかに記憶
された知識蓄積された想起のうち，どの部分を現在の知覚に持ち込むかによって，平面Pのどの
地点を焦点化するかが決まることを意味する。ある目標を達成するために必要な知識を想起するのと
は異なり，特に目標を設定しない場合，記憶されている知識のなかでどの部分の知識を想起するか
は，なかば偶然に出会う記憶装置としての図書（情報源）との出会いで決まる。例えば，図書館の開
架に排架されている人類の記憶装置としての図書に記録された知識をブラウジングするなかで，ある
図書に偶然に出会い，その図書に記録されている知識に関心をもち，現在の知覚対象を焦点化すると
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いうような事態である。このなかば偶然に出会う図書への要求は，偶然という用語がまさに示すよう
に，顕在化していたものではなく，潜在化し無意識のレベルにあったものである。その無意識のレベ
ルにあった情報要求が，出会った図書の発する知識によって刺激され，顕在化し，意識レベルの要求
に移行するのである。
　第一の無意識の情報要求が，焦点化された現在の知覚対象の理解に関わるものであるのに対して，
第二の無意識の情報要求は，なかば偶然に出会った情報源から想起された知識をもとに現在の知覚対
象の選択，焦点化をもたらし，その対象理解のためにさらに必要な知識を想起しようとして生じるよ
うなものである。偶然に知識が想起されたとはいえ，そこには内在し，潜在化している関心が基底に
なければならない。その潜在化している関心を顕在化させたのは，記憶されている知識を取り出し，
蓄積されている知識を想起させるような刺激としての図書との出会いにあった，ということである。
3．情報要求の類型と図書館サービスとの関係
　図書：は人類の記憶装置であり，図書館はその図書を収集組織，蓄積することにより，現在の人間
の意識に還元する社会的装置である。t7＞このように，図書館は，記憶装置としての図書の組織的な
蓄積と提供により．ポランニーが指摘したように，人間の想起の範囲を拡張し．学習＝想起の内容を
大きく広げることを可能にする社会的装置であり，文化機構である。そして，プラトンの学習＝想起
説によれば，人がなにか知ろうとする場合，そこには教える人間の存在よりも，質問応答を通して，
すでに人類が獲得している知識を想起させるような質問者，すなわち「仲介者」の存在がより重要な
ものとなる。ここで仲介者とは，既に獲得されている知識を想起するための支援者を意味し，知りた
いという人間と想起すべき知識とを仲介する役割を担う者である。
　こうして，図書館サービスには，知識が縛りつけられた図書とtその図書から必要な知識を獲得し
想起しようとする利用者とを結びつける仲介的機能の発揮が求められることになる。このように想起
すべき知識を求めて図書館を利用する人々を支援するのが図書館サービスの責務であるが，その際
無意識のレベルにある情報要求にいかに対応するかがきわめて重要となる。
　図書館サービスの目的は，図書館員によって情報要求をもつ利用者を支援し，その利用者の情報要
求を充足することである。図書館サービスを計画し，実施・提供するにあたっては，情報要求の無意
識化，潜在化の問題は，情報要求をもつ当事者としての利用者の次元と，情報要求の充足を実現する
第三者としての図書館員の次元を設定し，その二つの次元の組み合わせのなかで検討することが重要
となる。
　図2は当事者としての利用者の次元を横軸に，利用者を支援する図書館員の次元を縦軸に設定し，
それぞれの次元に潜在化（無意識レベル）と顕在化（意識レベル）を取り入れで1青報要求を類型化し
たものである。18＞第一象限（1）は，利用者は要求を顕在化しており，図書館員もその利用者の要
求を意識できている状態を表している。この象限に該当するサービスとしては，貸出サービスやレ
ファレンスサービスがあげられる。いずれのサービスも，図書館側で想定され，意識されている利用
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者の1青報要求に対応するものであり，利用者も情報要求が明確に意識されていることにより，貸出を
受ける図書が指定でき，またレファレンス質問が提示できることになる。
図2
［図書館員］
　顕在（意識）
潜在（無意識）
対象外と相互承認された
情報要求
［利用者］
図書館側によって対象外とされ
た情報要求
i替在　　（無意言哉）
　第二象限（II）は，利用者は情報要求を潜在化させているが，図書館員はその潜在化している情報
要求を想定し．意識できている状態を表している。この象限に該当するサービスとしては，カレント
アウェアネスサービスのなかのコンテンツシートサービスや開架制があげられる。図書館員は，利用
者にとっては無意識の状態にある情報要求を顕在化させるために，コンテンツシートサービスを通し
て，利用者の関心領域を扱った雑誌の最新の記事に関する書誌的情報を継続的に提供することによ
り，潜在化していた利用者の情報要求を顕在化させることに寄与することができる。また，開架制は，
利用者が書架に排架された図書に自由に接することを可能にすることにより，無意識のレベルにあっ
た利用者の情報要求を顕在化させ，意識させる効果をもたらす。
　第三象限（皿）は，利用者は自らの情報要求に気づいておらず，意識できていない状態にあり，図
書館員もその利用者の情報要求に対して予め想定できず，意識できない状態を表している。この場合
には，図書館員は利用者が要求を意識化できるような働きかけができず，よって，利用者も図書館側
から発信される情報によって要求を顕在化させる機会をもてない状態にある。こうした状態が生じる
のは，図書館が文献情報に依拠したサービス機関であるという基本的な前提があるために，図書館員
は，文献情報によって充足できない利用者の情報要求については，想定の範囲外となり，意識できな
いのである。一方，利用者も，図書館から得られる情報は，図書や雑誌を中心とした文献に記録され
ているものという基本的な認識をもっているために，図書や雑誌から入手不可能と考えられる情報へ
の要求を図書館には期待せず，潜在化させることになる。では，具体的には，どのような情報要求が
この種のものに該当するかといえば，時事的な最新のニュースなどは図書館から入手することを利用
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者は想定していないであろうし，図書館員側もその種の1青報提供を基本的に想定はしていない。むし
ろ，文献以外の情報源として，TVやWebなど，最新のニュースを配信するマスメディアをその種
の1青報入手の手段として想定し，図書館が扱う情報源の範囲外と考えるのである。
　ところで，最新の時事的ニュースなどの情報への要求は原理的に潜在化しているものである。とい
のも，時事的な最新のニュースとは，そもそも，新しい情報であるため，情報要求を事前に構成しえ
ないからである。たとえば，新型インフルエンザのニュースが初めて報じられるときの状況を考えて
みればよい。新型インフルエンザに関する情報自体初めて接する情報であるから，そもそも，そう
した情報への要求を事前に意識し，顕在化させることは原理的に不可能である。しかし，ここで重要
なことは，新型インフルエンザという初めての情報に接することにより，以後，新型インフルエンザ
に関する情報への要求は常に意識化されている状況となり，その対処方法，治療方法に関する具体的
な情報要求が構成され，意識され，顕在化される，という点である。この段階に移行した情報要求は，
第一象限に該当する状態として扱われるであろう。あるいは，第二象限に属する情報要求として位置
づけることも可能となる。すなわち，図書館員は，今はまだ利用者から具体的な情報要求の提示がな
く，潜在化している状態にある情報要求ではあるが，そうした情報要求を予測し，新型インフルエン
ザに関する様ざま情報源を収集，組織蓄積し，図書館のホームページを通して関連する情報源を紹
介するなど，発信型情報サービスを提供することが可能である。
　第四象限（IV）は，利用者が図書館で充足可能な情報要求として提示したが，図書館側では想定外
であり，意識化できていないような状態を表している。すなわち，図書や雑誌記事などの文献情報に
よっては回答できないような情報要求を利用者が提示するような事態である。上記の例でいえば，図
書館ではTVやWebのように最新の時事的ニュース情報を提供することはサービスとして想定して
いないため，リアルタイムな時事的情報の入手を求める利用者の情報要求は図書館員が意識するもの
の範囲外となり，サービス対象からはずれることになる。しかしながら，上記の新型インフルエンザ
の例がいみじくも示唆しているように，最新の時事的ニュースの内容によっては，以後，雑誌記事な
どの文献情報によって対応すべき情報要求が図書館にもたらされる可能性は十分にあり得る。このよ
うに，文献とそれ以外の情報源によって，情報要求を区別し，文献に依拠することにより回答可能な
情報要求のみを図書館が扱うというのは，利用者の視点に立ったサービスとはいえない。情報要求に
連続性があるにもかかわらず，情報源の類型によってサービス対象とする情報要求を分断して取り上
げるようなことは避けなければならない。その意味で，この第四象限に属するような情報要求は図書
館が利用者志向のサービスを提供するうえで，最も注意深く対応し，図書館サービスとして取り込む
姿勢が重要である。
おわりに
　人が何かを知ろうとすること，探求することは，既に獲得されている知識を想起することであると
したプラトンの学習＝想起説は，図書館が人類の記憶装置としての図書を体系的に収集，組織，蓄積
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し，今生きている人間の意識に還元する社会的装置としての機能の重要性を示すものである。人間の
情報要求の無意識の機制については，探求のために必要な情報を明確にできないものとして解釈され
てきたが，学習＝想起説によれば，探求すべき対象について適切な質問応答の過程を通して記憶され
た知識が想起されることにより，探求すべき対象が理解可能な状態になる。図書館サービスは，一個
人が記憶している知識を補完し，図書の提供を通じて人類が記憶している知識を提供することによ
り，こうした人間の探求活動に寄与するものである。それゆえ，無意識の1青報要求については，図書
館は，知識を想起する方法，すなわち質問応答という「対話」によって人類が既に獲得している知識
を想起する方法を洗練することにより，対応すべきである。同時に，従来，文献という枠組みで充足
すべき情報要求を規定してきた図書館サービスは，情報要求の連続性を考慮するならば文献という
情報源に制約されないサービスとして拡張していくことが必要といえる。
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